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第 178号 平成 31年 1月
　

田
の
原
高
原
は
、
長
野
県
と
岐
阜
県

に
ま
た
が
る
御
嶽
山
（
標
高
三
、〇
六
七

㍍
）
への
長
野
県
王
滝
村
か
ら
の
登
山
口

に
広
が
り
、
御
嶽
山
七
合
目
に
位
置
し
、

木
曽
御
岳
自
然
休
養
林
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

田
の
原
高
原
に
は
、
御
嶽
山
の
大
パノ

ラ
マ
と
可
憐
な
高
山
植
物
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
遊
歩
道
（
中
部
森
林
管
理
局

「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
マッ
プ
」
に
も
掲
載
）

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ハ
イ
マツ
の
緑
や
イ

ワ
カ
ガ
ミ
、
コ
バ
イ
ケ
ソ
ウ
、
ク
ロ
ユ
リ
な

ど
希
少
な
花
々
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。
高
山
植
物
の
見
頃
は
六
月

下
旬
か
ら
七
月
、
紅
葉
の
見
頃
は
九
月

中
旬
か
ら
十
月
上
旬
と
な
って
い
ま
す
。

（
な
お
、
十
一
月
上
旬
か
ら
五
月
上
旬
は

冬
季
閉
鎖
さ
れ
ま
す
）

　

遊
歩
道
を
少
し
歩
く
と
展
望
台
も
あ

り
、
そ
こ
か
ら
は
中
央
ア
ル
プ
ス
、
北
ア

ル
プ
ス
、
乗
鞍
岳
、
開
田
高
原
の
大
パノ

ラ
マ
を
遥
か
に
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遊
歩
道
に
は
休
憩
施
設
も
整
備
さ
れ
て

お
り
、
ゆ
っ
く
り
と
散
歩
気
分
で
歩
く
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
登
り
口
か
ら
六
百
㍍
程
の
距

離
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
遥
拝
所
で
は
、

御
嶽
山
の
祭
神
を
お
参
り
す
る
こ
と
が

で
き
、
こ
こ
か
ら
真
正
面
に
見
え
る
御
嶽

山
は
迫
力
が
あ
り
必
見
で
す
。

　

国
有
林
の
優
れ
た
自
然
景
観
を
紹
介

す
る
一
環
と
し
て
、
田
の
原
高
原
も
グ
ー

グ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ビュー
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
素
晴

ら
し
い
景
観
を
楽
し
み
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

（
注
：
御
嶽
山
の
立
ち
入
り
規
制
に
つい

て
は
、
王
滝
村
公
式
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
）
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田の原高原からの御嶽山
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遊歩道の休憩施設
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中
央
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
か

ら
車
で
約
一
五
〇
分
、
中
央
道
伊
那

Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
一
一
五
分


